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要 旨 

本研究は，開発途上国の防災事業に対する国際支援（外助）が効果的に機能するため

の要件として，災害観に着目し，近年巨大災害を経験した開発途上国の人々が，被災経

験をどのように捉えているのかをインドネシアの事例から分析する。まず，災害文化お

よび災害観に関する先行研究を辿り概念を整理する。次に，インドネシアの低頻度巨大

災害の被災者が被災経験をどのように捉えているのかを現地調査を踏まえ把握する。最

後に，災害観が異なる地域への国際支援策として防災教育が有効であるかを考察する。 
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1. はじめに 

 

本研究は，開発途上国の防災に対する国際支援

（外助）が効果的に機能するための要件として，災

害観（disaster perception）に着目し，近年巨大災害

を経験した開発途上国の人々が，被災経験をどのよ

うに捉えているのかを把握することを目的としてい

る。 
地震，津波，火山噴火などの自然外力（ハザー

ド）に直面した際に人々がとる行動（災害対応行

動）には，ハザードの規模・頻度・可視性等の特質，

過去の被災経験，災害に対する意識（災害観）等の

リスク意識，その地域固有の社会・文化的価値など

の文化的要因，社会・経済的要因などが影響を及ぼ

すと考えられる（Lavigne,2008）。Lavigne らは，実

際にインドネシア・ジャワ島の火山災害に対する地

域住民の災害対応行動を，リスク意識，文化的要因，

社会・経済的要因の３つの側面から分析し，これら

の要因が絡み合って人々の災害対応行動に影響を及

ぼしていることを明らかにするとともに，火山観測

等に基づくハザードマップの作成あるいは避難警報

の発出というような科学的なアプローチだけでは，

人々の災害対応を促すことは難しいと指摘している

（Lavigne,2008）。本研究の調査過程においても，

2006 年 5 月にジャワ島のムラピ火山の火山活動が

活発化した際に，政府が避難勧告を出したのに対し，

一部の住民はスルタン（国王）が火山監視のために

派遣している伝統的な火山守（Mbah Marijan）の話

を尊重し避難しなかったという話を聞いた。それば

かりか，政府の避難勧告が出された直後に火山噴火

ではなく，ジャワ島中部地震が発生したことが人々

の火山守に対する信仰を逆に深めていた。火山守は，

地域の人々が火山災害と共存する過程で見出した存

在であり，地域の生活や知恵とも結びついていると

考えられる。 
本研究では，このような地域の人々の生活様式と

それに伴う知見の総体を広義に捉え災害文化

（ disaster culture ） と す る 。 こ れ は ， 河 田

（1995）による「災害を中心とした，災害に関する

法的規制や社会制度の制定，自然観や災害観の形成，

災害対策，予防，予知などのシステム総体」という

定義に基づくものである。災害文化は，災害が地震，

津波などの自然外力を受けて発生し，その被害が特

定の地域に限定されることから災害下位文化

（disaster sub-culture）と位置づけられてきたが(安

倍,1988)，災害下位文化とすると「災害常習地のコ

ミュニティにおける文化的な防衛策」（河田,1995；
林，1988）と限定的なものと解釈される。災害は突
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発的に発生するものであり，それへの対応行動は，

日ごろから習慣として，すなわち生活に埋め込まれ

た形で対策を用いていないと役に立たない。たとえ

ば，地震時に必要な家族の安否確認は日常生活では

不要であろう。家族の連帯感とは，まさに自分以外

の構成員に心を配る行為に他ならないからである。

したがって，災害文化は平時から存在していなけれ

ばならないものである。 
開発途上国では，予算・技術的な制約により，自

国の知見では防災事業の拡充が難しいケースがあり，

これを支援するために外助が求められる。防災支援

において，文化的側面に着目する理由は以下の通り

である。 

第一に，支援の適応性の点である。先行研究は，

開発途上国（以下，被援助国）の固有要因に配慮し

ない支援は，効果的でないばかりか，受入社会に負

の影響を及ぼすことさえあると指摘している（佐藤，

1996）。ここでいう固有要因とは，受入社会によっ

て異なる条件のことであり，本論の意味する災害文

化も含まれるであろう。日本の政府開発援助

（ODA）実施機関である独立行政法人国際協力機構

（JICA）は，援助により，洪水を防ぐための堤防

（盛土道路）が建設されても，河川へのアクセスを

良くするために住民の手によって破壊される，ある

いは，堤防の法面や河川敷に不法スラム街が作られ

る，などの現地の生活様式に配慮しないことが援助

の効果を妨げるという事例を指摘している（JICA, 
2003）。これらの指摘からは，開発途上国への防災

支援を，先進国と同様のアプローチで行ったとして

も効果的に機能するとは考えられず，援助実施に先

駆け，地域の災害文化を把握しておくことが，援助

をより効果的に機能させるための重要な要素になる

と考えられる。 
第二に，災害文化は，「被災経験を通して作り上

げてきた知識の総体」（林，1988）という点である。

被援助国の住民を主体とする開発（参加型開発）ア

プローチでは，外部の専門家等の開発実践者

（outsider）が新しい知識を持ち込むことよりも，

地 域 （ 農 村 ） の 人 々 の 知 識 （ rural people’s  
knowledge），即ち土着の知識体系を学ぶ重要性が述

べられている（チェンバース，1995）。被援助国に

対する防災支援の目的が，地域の災害対処能力など

の防災力の向上にあるならば，地域の知識，すなわ

ち災害文化を活かすことが効果的だと考えられる。 
第三に，災害文化の機能を強化させることにより，

防災力を強化することができると考えられる点であ

る。林（1988）は，D.E.ウェンガーの分析をふまえ，

災害文化の機能として「道具的（ instrumental）機

能」と「表出的（expressive）機能」を挙げている。

道具的機能とは，災害による被害を防ぐ，あるいは

被害を軽減するための，地域防災計画の制定や防災

施設の整備などが含まれる。これに対し，表出的機

能とは，その地域を襲う災害の性質や原因について

住民が意味づけを行い，それを共有することにより，

不安や恐怖を緩和する，あるいは，住民間の連帯を

深める機能である。これら災害文化の機能が被援助

国ではどのような状況であるのかを把握したうえで，

機能に応じた支援を行うことが重要であろう。 
第四に，地域にある災害文化が有効とは限らない

点である。科学技術の進歩により，自然外力発生の

メカニズムが解明されつつあるにも関わらず，世界

で発生する災害件数とそれによる被害者数は増加し

ている。これには，「都市化とそれに伴う社会構造

の変化が災害自体の様相を変えている」（河田，

1995）ことが考えられる。災害自体が変化している

ことに加え，低頻度突発災害のように，過去の被災

経験が風化した頃に発生する，あるいは過去の被災

経験とは様相を変えて発生する災害もある。従って，

防災対策には地域の知見だけでは十分ではなく，支

援を通し他地域の知見を共有することで，より豊か

な災害文化を構築していくことができると考えられ

る。 
以上をふまえ，本研究では，外助の要件として災

害文化に着目し，災害文化を構成する要素である

「災害観」を視点として分析を行う。災害観とは，

災害についての基本的概念のことであり，災害意識

を規定するとともに，災害準備行動や対応行動に影

響を及ぼすことと考えられる（廣井，1986）。災害

観を把握し，災害観に応じた支援を行うことで，よ

り防災力が強化できると考えられる。 
また，本研究の分析対象は近年巨大災害を経験し

たインドネシアとする。これは，災害文化が被災直

後に表面化する性質のものであり，インドネシアに

は，異なる性質を備えた被災地域が複数あり，過去

の被災経験の相違がどのように災害観に影響を及ぼ

すかという分析が可能なためである。 
まず，第 2 章で分析方法およびインドネシアにお

ける調査概要を提示し，第 3 章で調査の結果を述べ

る。最後に，第 4 章で調査結果を踏まえ，災害観の

異なる地域に対する支援策を考察する。 
 

2. 分析方法 

 

2.1 災害観に関する先行研究の系譜 

ここでは本研究の分析の視点となる災害観がどの

ような概念であるかを先行研究から整理してみる。 
廣井(1986)は，地震が起こる可能性が高いのにも

関わらず対策をしない人や，警報が出されても避難
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しない人の根底にある意識を，関東大震災を始めと

する過去の文献から分析し，日本人独特の災害観と

して「天譴論」「運命論」「精神論」を提示した。

これらの災害観の概要は，以下の通りである。 
［1］天譴論：天が人間を罰するために災害を起こ

す。 
［2］運命論：自然のもたらす災害やそこにおける

人間の生死を避けられない運命と考え甘受する

思想。 
［3］精神論：人間の精神や心構えを強調する。 

また，これらの災害観の対極には災害は自然現象

であり，科学技術によりこれを克服できるという

「科学的災害観」があり，現代社会では科学的災害

観を多くの人が受け入れていると述べている。科学

技術の進歩とともに災害観は変化すると考えられる

が，それにも関わらず深層には地域固有の災害観が

存在すると考えられる。 
河田（1995）は，低頻度巨大津波の常襲地である

三陸地方と高知における災害観を比較分析し，災害

観が地域ごとに異なり，被災経験が豊富な地域にお

いては，天譴論や自然の仕返し論（津波は人間に対

する自然からの仕返しである）に対する共感が少な

く，逆に災害周期論に対する共感は高いという災害

観の地域性を明らかにした。ここからは，災害観に

は，地域の災害特性が影響を及ぼしており，被災経

験に基づく知識の差が災害観に反映されると考えら

れる。 
また，災害観と災害行動の関係について林

（1988）は，天譴論のような災害観を消極的な災害

観とする一方で，人間は自然を制御すべきという災

害観を積極的な災害観とし，これらの災害観の相違

が災害対応行動の相違になって表れると述べている。

このうち，災害を予知する，あるいは防災事業を実

施するような行動には積極的災害観が影響を及ぼし

ているとしている。開発途上国で防災事業が進まな

い背景には，科学的災害観や積極的災害観が低いこ

とが想定される。 
本研究はこれらの先行研究に依拠し，過去の被災

経験に基づく知見や地域の生活様式が地域固有の災

害観を生み出し，人々の災害行動はその災害観の影

響を受けていると考える。それでは，開発途上国の

災害観がどのようなものであるのだろうか。以下，

インドネシアの被災地の災害観を分析してみる。 
 

2.2 災害の特性 

災害観には地域の被災経験が影響を及ぼすこと，

また，災害文化は災害時に表面化することから，本

研究の調査地域は，インドネシアの中で近年巨大災

害に被災した地域のうち，過去の被災経験が少ない

地域と多い地域から選定した。 
被災経験が少ない地域として，2004 年 12 月 26

日に発生したインド洋津波災害の被災地であるバン

ダ・アチェを，被災経験が多い地域として 2006 年

5 月 27 日にジャワ島中部地震災害に被災したジョ

グジャカルタを選定した（Fig.1）。それぞれの災害

の特性を以下に述べる。 
 

 
Fig. 1 Map of Indonesia (see OCHA) 

 
まず，インド洋津波災害であるが，2004 年 12 月

26 日にインド洋のスマトラ島北西沖を震源とする

マグニチュード(９USGS による)の地震により津波

が発生した。津波は，震源に近くに位置するインド

ネシア・スマトラ島のバンダ・アチェ市（以下，バ

ンダ・アチェ）を襲った。被災前のバンダ・アチェ

は人口約 23 万人という中規模の都市であったが，

津波による死者・行方不明者は 71,474 人，人口の

23％を失う大惨事となった。なお，この地域を最後

に津波が襲ったのは，1907 年であり，以降殆ど大

きな災害に見舞われていない（JICA，2005）。 
一方，ジャワ島中部地震災害であるが，2006 年 5

月 27 日にジャワ島中部ジョグジャカルタ市の郊外

を震源とするマグニチュード 6.3(USGS による)の

地震が発生した。この地震による被害はジョグジャ

カルタ州と中部ジャワ州を中心とする地域（以下，

ジョグジャカルタ）に及んだ。ジョグジャカルタ市

北部には活火山のムラピ火山があり，地震発生直前

に噴火活動を始めていた。ジョグジャカルタの人は

火山による被害や，小規模の火山性地震を繰り返し

経験している。この地域を最後に大地震が襲ったの

は，1947 年のことであり，地震による死者は 213
人，倒壊家屋は 2,800 戸であった（Murwanto,et.al, 
2007）。 
 

2.3 調査方法 

調査は現地の事情等を考慮し，被災地域の家屋を

訪問し，住民に対しヒアリング調査を実施した。調

査は成人を対象とし，インドネシア人の調査員（被

Banda Aceh 

Yogyakarta 
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災地の大学生）と二名で，インドネシア語に加えジ

ョグジャカルタではジャワ語，バンダ・アチェでは

アチェ語で行った。質問項目のうち災害観に関する

質問は，過去に廣井（1986）及び河田（1995）が日

本で実施した災害観の調査事例に基づき検討した。

質問内容やインドネシア語での表現を，インドネシ

アの被災地の状況に詳しい関係者と協議し，予備調

査を踏まえて質問項目を確定した。 
質問項目は，回答者の属性（年齢，性別，宗教な

ど），被害の程度，災害発生時の行動，避難場所，

災害観とした。 
このうち災害観については，被災地域固有の災害

観を知るために「あなたは災害がなぜ起こったと考

えますか」という質問に基づきヒアリングを行った。

ヒアリング過程においては，できる限り現地特有の

伝承を見出そうとした。 
これに加えて「天譴論」（神が懲らしめのために

災害を起こす），「自然の仕返し論」（災害は人間が

自然を破壊したことに対する仕返しである），「災害

周期論」（災害は周期的におこる）を設定し，回答

は，共感の度合いを選択肢から選択する形式とした。

さらに，これらの項目のうち，どの項目を災害の主

たる原因と捉えているかを把握するために「天譴

論」「自然の仕返し論」「自然論」「その他」から回

答を選択する項目を加えた。なお，天譴論について

は，イスラム教の神（アッラー）等特定の神を示す

言葉は用いずに単に「神（hukuman）」」とした。災

害についても，「津波」や「地震」など特定の災害

ではなく，災害全般を示す単語(bencana alam)を用

いた。 
調査対象地域は，バンダ・アチェではムラクサ郡

およびクタラジャ郡を，また，ジョグジャカルタか

らは，バントゥール県のプンドン郡，パンダック郡

およびクラテン県のジョゴナラン郡とガンティワル

ノ郡を選定した。いずれも災害による人的被害が大

きかった地域である。  
現地調査は，2007 年 7 月 22 日～8 月 19 日にかけ

て行い，ヒアリング回答者数は，バンダ・アチェが

83 名，ジョグジャカルタは 111 名であった。 
 

3．調査結果 
 

3.1 バンダ・アチェ 

バンダ・アチェにおけるヒアリング回答者は全員

が津波により配偶者，子供，親族など家族を失って

いた。回答者は「津波を見て逃げた人」「津波に巻

き込まれたが助かった人」「被災地にはいなかった

人」に分かれ，地震後に津波が来ると考えて避難し

た人はいなかった。 

「津波を見てから逃げた人」「津波に巻き込まれ

たが助かった人」の災害発生時の対応行動は以下の

とおりである。 
・ 沖が白く見えたので双眼鏡を出してきて見たら

どんどん白い波が近づいてきてあっという間に

波に流された。 
・ 津波が来たので慌てて高いところに避難した。 
・ 強い地震を感じた。座っていて１メートルぐら

い飛ばされたが，物が倒れるほどではなかった。

地震の後，少しして近所のマーケットに買い物

に出かけた。突然，ブン，ブンという音がし，

逃げろ！という声が聞こえ、まわりの人が走り

始めたから，自分も慌てて走った。直後に津波

が襲ってきた。20 分くらいして水が引き，帰宅

したら，一面水面となっており，家も両親も兄

弟も行方不明となった。 
また，被災地にはいなかった人は，漁に出ていた，

親戚の家に出かけていたという，偶然性により難を

逃れていた。 
ヒアリング回答者の中には，過去に発生した津波

の話を知っていた人が 1 名おり，「小さい頃祖父か

らヤシの木の上まで水が来たという話を聞いた。ま

さか，そんなことあるはずがないと考えていたが，

本当だった」と述べていた。インドネシア国内の他

地域で発生した津波災害の話は誰も知らなかった。 
災害が発生した原因については，「津波は神の試

練（cobaan）である」という話が最も多かった。一

方，選択式の回答においては天譴論に対して強い共

感がみられた（Fig.2）。 
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Fig.2 Disaster Perseption in Banda Ache and 
Yogyakarta 

 
「試練」という言葉の解釈を詳細に聞いたところ

「神の懲らしめ」という解釈と「神の懲らしめでは

ない」という解釈に分かれた。 
災害を「神の懲らしめ」と考えている人は，その

理由として以下の話を挙げた。 
・ 神が人間のうぬぼれなどを戒めるために行った。 
・ 人々がギャンブルや詐欺，盗み等の愚かな行為
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を続けたためである。 
・ 津波の前日にシャクアラ（偉人）の墓地の近く

のディスコで爆発騒動が起きた。神がそれを戒

めようとして災害を起こした。 
・ アチェは長年に渡り紛争状態であった。ジャワ

から多くの軍人がアチェに来て，子供の目の前

で親を殺したり，連行したりという戦争状況が

続いていた。神様がそのようなアチェの状況を

リセットし，はじめからスタートするように与

えてくれた機会である。 
 他方「懲らしめではない」と回答した人は，突然

被災し，家族や財産を失い，それでも生きていかな

ければならない状況を試練だと考えていた。 
「試練」という言葉は，イスラム教の聖典である

コーランの以下の一節（Al Ambiya35）に由来して

いると考えられる。 
 

生命をつかさどるものたちはいつか死にあう。 
私たちはあなたたちを試します。 
良いことも悪いことも。 
試練として。 
私たちは、死んだらまた神のもとに帰る。 

 
このコーランは「残された人は，試練を受け止め，

命を与えられたことに感謝して生きて下さい」とい

う意味であり，一般に死者への弔いに用いられるも

のである。 
また，被災地では，宗教と関係する話が複数残さ

れていた。例えば，津波は沿岸部から 2 キロ以内に

ある建物を破壊したが，それにも関わらず，モスク

が残存した。あるいは，津波は海岸沿岸部の建物を

一掃したが偉人（シャクアラ）の墓は波にさらわれ

ずに残存した。博物館の建物は浸水したのに関わら

ず，中にあった伝説の女王の絵は水につからなかっ

た等，いずれも宗教遺物が残存したことに関する話

である。 
アチェはインドネシアで最初にイスラム教が伝わ

ったイスラム教信仰が強い地域であるが，2006 年 7
月 11 日に新アチェ自治法が採択された際に，イス

ラム法（シャリア法）が復活し制度的にもイスラム

教が強化される傾向にある。イスラム（シャリア）

警察が，イスラム法に基づく服装をしていない人や，

未婚カップルの外出などを取り締まるようになって

おり，住民間にも互いを監視する風潮がみられる。

これらの現象，津波災害前にはみられなかったとい

う話であり，宗教と災害を結び付けたことによる結

果とも考えられる。 
以上を踏まえると，バンダ・アチェの人々は，被

災後，被災経験を神による試練と捉えることにより，

精神的な支えを得ているのであろう。宗教が，住民

の不安を緩めるとともに，住民間の連帯を増すとい

う機能を果たしていると考えられる。 
 

3.2． ジョグジャカルタにおける災害観 

一方，ジョグジャカルタでは，ヒアリング回答者

全員が地震により家屋全壊・半壊という被害を受け

ていた。ただし，バンダ・アチェほど人的被害が大

きくなかった。 
 

In front of house 55% 

Mosque 14% 

School 8% 

relatives' house 6% 

open place 4% 

near the house 4% 

public office 4% 

Road 2% 

rail way 2% 

Table1 Evacuation place after the earthquake 
 
地震発生時の行動を聞いたところ，ヒアリング回

答者全員が地震発生後，家屋の倒壊を恐れて家の外

に飛び出していた。このため，避難過程において倒

壊家屋の下敷きになり亡くなる，あるいは怪我をし

た人が複数いた。現地では，特定の避難場所は決め

られておらず，住民は自主判断により避難した

（Table 1）。また，被災直後は，ジョグジャカルタ

が海岸から 100 キロほど離れた内陸部に位置してい

るにも関わらず，津波が来るという風評が流れ逃げ

ようとする人でパニックが発生した。回答者のうち

8％が，津波が来ると考えて高台に避難していた。

これは，インド洋津波災害の影響だと考えられる。 
「あなたは災害がなぜ起こったと考えますか」と

いう質問に対しては，「災害はバランスが崩れたこ

とにより発生した」と「水にまつわる話」が複数あ

った。 
「災害はバランスが崩れたことにより発生した」

という話は，ジョグジャカルタに古くから伝えられ

ている以下の伝承に由来していると考えられる。 
海の女神ニロロ・キドゥール（Nyi Roro Kidul）

とジョグジャカルタの王（スルタン）は代々婚姻関

係にある。海とジョグジャカルタ市の中心部のモニ

ュメント，王宮（クラトン）とムラピ火山は目に見

えない南北の直線で結ばれており，中心にクラトン

が位置する。スルタンは，海と火山とのバランスを

とる存在である。今回の地震災害は，火山とスルタ

ンと海とのバランスが崩れたために発生した。その
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原因としてスルタンの力の弱体化が指摘された。こ

れは，今回の地震でクラトン内部の宝刀（クリス）

や国宝を保存した神聖な部屋が壊れたためだと考え

られる。この他，近代化に伴うジャワ人の生活の変

化を示す以下の話があった。「ジャワの伝統が崩壊

している」「人々のジャワ語能力は低下しており、

多くの人々が昔ながらの生活を尊重しない」「若者

はバイクに乗り地域を離れつつある。それを戒める

ため，今回の災害は都心部ではなく都市部から離れ

た小さな農村での被害が大きかった」これらの話か

らは，人々が災害を自然のバランスの崩れとしてと

らえていると考えられる。 
一方「水にまつわる話」は，地震の震源に近かっ

たクラテン県で多く聞いた。具体的には以下の内容

である。 
・ 地震が起こった時に水が出てくる音が聞こえた。 
・ 地震前後 4 日間，家の前の河川の底がゴボゴボ

音を立てるのを聞いた。 
・ 河川の水が増え続け，ジョグジャカルタは水の

底に沈んでしまうという噂があった。 
これは，今回の地震の震源が川の中であったこと

や，ヒンズー教では，水や気象を操る存在としてナ

ーガ（蛇）神の信仰があり，これが影響を及ぼして

いると考えられる。ヒアリングした住民は，イスラ

ム教徒であったが，ジャワ島はヒンズー教の影響が

強い地域であることから，地域に潜在的な自然観が

被災者の災害意識に影響を及ぼしているとも考えら

れる。 
Fig.2 にジョグジャカルタの災害観に関する調査

結果を示した。ジョグジャカルタでは自然論に対し

共感を示す人が多かった。ただし，ここでいう自然

論は，人間の行いの結果自然界の調和が崩れたとい

う考え方であり，自然災害発生のメカニズムを理解

しているわけではないと考えられる。 
 

4．災害観を踏まえた防災支援に関する考察 

 
バンダ・アチェおよびジョグジャカルタの災害観

の分析からは，災害観には地域性があること，また，

被災経験が多いジョグジャカルタには独特の伝承が

存在することが分かった。その一方で，災害に対す

る備えを促すような現地固有の知識は，今回の調査

では見出せなかった。 
また，インドネシア国内では 1992 年のフローレ

ス島津波災害のように過去にも津波災害が発生して

いるのに関わらず，バンダ・アチェのヒアリング回

答者は津波災害のことを被災前には殆ど知らない状

態であった。他地域の被災経験は住民の間では共有

されておらず，また，過去の被災経験に基づく知識

も蓄積されていないと考えられる。 
さらに，調査実施過程において「本当のところ災

害がなぜ発生したのか？」という質問を受け，自然

災害発生のメカニズムを知らない人が多数いること

が判明した。 
先行研究からは，備えがない人に対しては，行動

の原点として「自分の身は自分で守る」という概念

を形成していく必要性が提示されている（石原，

2007）。そこで，災害に関する知識が形成されてい

ない地域への支援策として，防災教育が有効である

かを検討してみた。 
京都大学の学生サークル「京都大学防災教育の会

（KIDS）」は，2004 年のインド洋津波災害をきっか

けに作られたサークルであり，バンダ・アチェ及び

ジョグジャカルタで防災教育に取り組んでいる。筆

者らもこのサークル活動に関わっていることから，

2007 年 8 月～9 月にバンダ・アチェ及びジョグジャ

カルタで実施した防災授業においては，メンバーの

了承を得たうえで，津波・地震のメカニズムを中心

に，災害時に身を守るという災害対応を中心とする

内容の授業を行ってもらった。特に，自然災害発生

のメカニズムには，模型や模造紙を使い，クイズで

理解度を確認しつつ丁寧に説明してもらった。 
また，授業実施後に受講者に対し質問票を配布し

てもらい回答を得た。回答者数は 529 人であった。

バンダ・アチェ及びジョグジャカルタの防災教育の

授業参加者のうち、過去に防災教育を受けた経験が

ある人は 42％であり，防災教育を受けた経験がな

い人が全体の 58％を占めた（Fig.3）。 

 
Fig４は KIDS による防災授業参加者のデータと，

著者らによるヒアリング調査データを比較したもの

である。天譴論に対する共感は，依然としてアチェ

の方が高い数値を示しているものの，災害を自然の

仕組みとして捉える自然論，そしてプレート運動と

する具体的回答が一般の人と比較して増加していた。

また，回答中，「その他」は「津波はプレート運動

による」との具体的記述が殆どであった。つまり，

自然災害のメカニズムを教えることにより，自然論

に対する共感者が増加したわけである。 
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なお，質問票では，「天譴論」と「自然論」を二

択した回答が 3％あった。このことは，天譴論と自

然論は対置するものではなく災害を自然現象と捉え

る人が，天譴論についても共感していることを示し

ている。 
以上の分析から，災害観には地域の災害特性に加

え，自然災害に関する知識の有無が影響を及ぼして

いると考えられる。つまり，防災教育を通し自然災

害に対する理解を深めることにより，災害観の形成

を支援していくことが可能であろう。 
 
５．おわりに 

 
本研究では，外助が効果的に機能するための要件

の一つとして，災害文化の中でも災害観に着目し，

近年巨大災害を経験したインドネシアの被災地の

人々が被災経験をどのように捉えているのかを把握

した。最後に，本研究の結果を整理しておく。 

災害観の分析の結果，インドネシアでは全般的に

天譴論が高いことが分かった。また，災害観はイン

ドネシア国内においても地域性がみられ，バンダ・

アチェでは天譴論に対する共感が高かったのに対し，

ジョグジャカルタでは自然論に対する共感が高かっ

た。ただし，バンダ・アチェでは，「災害を神の試

練」と捉える考え方が主流であり「災害を神の懲ら

しめ」と捉える日本の天譴論とは異なるものであっ

た。また，ジョグジャカルタにおいては，独特の伝

承があることを確認した。 
その一方で，今回の津波災害あるいは地震災害の

被災地調査においては，現地固有の知識を反映する

要素は見出せなかった。これは，火山災害のように，

目に見え，かつ頻度も高い災害に比べると，今回の

災害は頻度が低い災害であったため，過去の被災経

験に基づく知見が蓄積されていないことや，他地域

の被災経験が共有されていないことが考えられる。

この点については，被災経験がどのように記憶され，

語り継がれているかを分析する必要があることから，

今後の研究課題としたい。 
災害観の調査過程において，自然災害発生メカニ

ズムに対する理解が欠如していたことが判明したこ

とから，災害文化を形成するための支援策として，

防災教育の有効性を検討した。自然災害発生に関す

るメカニズムを丁寧に教えた結果，天譴論に対する

共感が減少したことから，天譴論に対する共感が高

い背景には，自然災害に対する理解の欠如があると

考えられる。 
以上をふまえ，災害観の異なる国においては，ま

ずは，国際支援により防災教育を行い，自然災害発

生のメカニズムと他地域で構築されている防災の知

見を伝えることにより，豊かな災害文化を構築する

ための基盤を作ることができると考えられる。 
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